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《 解ける快感！学びの達成感！ 》 

 「運と縁と勘で生きている！」という名言は女子カーリングで銀メダルを獲得した

日本代表吉田知那美選手の言葉です。氷上での表情はいつも笑顔、勝っているときだ

けでなく劣勢に陥っているときも「ナイスー！」「そだね！」と声を掛け合う姿に感

動するとともに、勝利を信じて最後まで粘り強く戦っている姿に勇気と元気を頂いた

人がたくさんいました。ロコソラーレに感謝感激の一言です。 

 

 カーリングは選手が４人でリザーブが１人の５人が１チームとなって戦います。表

彰台に上がりメダルの表彰では、日本女子に５人目がいたことを知らない人がたくさ

んいましたが、５人目の活躍なくしてメダルの快挙はなかったのです。選手４人就寝

後に、コーチと会場に残りストーンを投げて氷の滑りを確認し、選手に情報提供をし

ていたのです。５人目の役割があっての快挙，つまり one teamの勝利だったのです。 

 

 さて、３年生にとっては、最後の進路だよりになります。２年前に当時の安倍首相

が「学校を一斉休校にします」と言ったのが令和２年２月 27 日でした。誰も経験し

たことのない休校発言に、市民はコロナに怯え、一時的にトイレットペーパーがなく

なる等、社会経済活動が混乱し、日常生活に大きな不安を抱いたのが昨日の出来事の

ように思い出されます。早く、感染症が収束することを願ってやみません。 

 

 ところで、１・２年生は学年末考査が終了すると授業はほとんどありません。３月

は次年度に向けて準備をする期間（復習⇒取得できなかった検定試験学習や次への挑

戦）であることを肝に銘じてください。学校が休みだからと言って何もしないのでは

なく、目標を立てて、自分で考えて学びに向かわないと、誰も困らないのですが「自

分に返ってくる」ことになるのです。 

 

 今後、各教科科目から課題が出題されます。授業がないので“自学力”が問われる

ことになりますが、考え方で学習効果が違ってくることを知っていましたか???家庭

学習が多くなるこの時期に「○○しなければならない」と考えるよりも「〇〇ができ

るようになった」「もっと〇〇できるようになりたい」とプラス思考になることで学

習成果に大きな違いが出てくるのです。 

 

《 過去３年間の進路概況（令和４年２月 25 日現在） 》 

  
就職 進学 

合計 
県内 県外 公務員 小計 大学 短大 専門 小計 

令和元年度 40 18 2 60 18 4 34 56 116 

令和２年度 42 14 1 57 12 9 27 48 105 

令和３年度 37 9 2 48 14 6 35 55 103 



《 全商１級７種目合格（快挙） 》 
 令和３年度の全商検定１級３種目以上の人数がまとまり 11 名が 3 種目以上に合格

をしています。また、全商検定試験の科目は９種目になりますが、情報ビジネス科の

井上朝（はじめ）さんは７種目合格の快挙を達成してくれました。昨年の合格体験報

告会で、先輩を超えたいと思ったのがきっかけであり、各種検定試験に真剣に取り組

んだ結果を称えたいと思います。 

 

 ２月 17 日（木）に合格体験発表会を聞いて意識が高揚し、その後の学年末考査で

は目的意識を明確にして学習に取り組んだという話をいただきました。今回は、全商

協会主催の検定試験の取り組みを紹介しましたが、「漢字検定」「数学検定」「英語検

定」等、他にもたくさんの検定試験があり、意欲的にチャレンジした成果を発揮して

くれた人もいます。次年度に向けて、学習機会を逃さずに挑戦してみて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

《 全商１級３種目以上合格者 》 

年度 7種目 6種目 5種目 4種目 3種目 合計 備考 

令和３年度 1   2 8 11 男子 1 女子 10 

令和２年度    2 20 22 男子 3 女子 19 

令和元年度  2 2 14 11 29 男子 4 女子 25 

《 全商商業経済検定全科目合格者 》 

年度 ビ基 マーケ 経法 ビ経Ａ ビ経Ｂ 合計 備考 

令和３年度 
1年 2年 3年 3年 3年 

1 男子 0 女子 1 

令和２年度 3 男子 1 女子 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 １級７種目検定名 》 

 情報処理検定  （ビジネス情報部門）  ビジネス文書実務検定 

 情報処理検定  （プログラミング部門） 簿記実務検定  （会計・原価計算） 

 珠算電卓実務検定（珠算部門）      商業経済検定  （マーケティンクﾞ） 

 珠算電卓実務検定（電卓部門）              （経済活動と法） 

 私は、全商の検定の１級を７種目合格するために様々な努力を重ねました。 

 私が７種目取りたいと考えたのは、２年生の３学期に過去の先輩の取得数を見て、先輩

たちを超えたいと思ったからです。順調でしたが、公務員試験の対策を始めた頃から検定

勉強の時間がなくなってしまいました。無事に公務員の内定を決めてから残り３種目を取

ろうと一生懸命勉強しました。ビジネス文書とプログラミングは得意だったのですが、商

業経済検定の、経済活動と法とマーケティングの二部門が大変でした。特にマーケティン

グは授業を取っていなかったので、教頭先生からのアドバイスを受けて過去問を何度も解

きなおしました。この努力が実り、無事に７種目取得できて良かったです。 

 この経験から努力の大切さや偉大さを改めて学びました。社会に出てからもこの経験を

活かして、周りの人からのアドバイスを取り入れ、努力を続けていきます。 


